平成１４年度　第１回　アナログ１種　基礎科目　【解説】

第１問

（１）　抵抗Ｒに流れる電流は全電流Ｉの１／３から抵抗Ｒ2に流れる電流は全電流Ｉの２／３になり

ます。また、この回路は並列回路ですから、Ｒに加わる電圧とＲ2に加わる電圧は等しくなりま

す。以上をまとめると次のようになります。
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　　　合成抵抗は次のような関係式になり、これよりＲ1を求めると、
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（２）　抵抗Ｒに流れる電流ＩＲは、

　　　ＩＲ＝Ｅ／Ｒ＝６０／１５＝４［Ａ］

　　　誘導性リアクタンスＸＬに流れる電流ＩＬは、
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　　　誘導性リアクタンスＸＬは、

　　　ＸＬ＝Ｅ／ＩＬ＝６０／３＝２０［Ω］

第３問

（１）左上ＮＡＮＤ回路の出力は、入力0,0,1,1と0,1,0,1より、1,1,1,0になります。

　　　左下ＡＮＤ回路は、入力0,0,1,1と0,1,0,1より、0,0,0,1になります

　　　ＮＡＮＤ回路は、どちらか一方でも「0」が入力されると出力は「1」になります。

　　　この性質を利用すると右下のＡＮＡＤ回路の出力は、1,1,1,＊になります。

　　　右上のＡＮＤ回路の出力は、入力1,1,1,0と1,1,1,＊より1,1,1,0になります。

　　　したがって、出力ｃが1,1,1,0よりＮＡＮＤ回路に置き換えることができます。
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（２）　論理関数Ｘをブール代数の公式等を用いて簡単にすると、次のようになります。
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（３）　入力ａ及び入力ｂにそれぞれＡ及びＢを入力すると次のようになります。
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（４）
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第４問

（1） 変成器の電流と巻線比は反比例の関係にあるので、題意より次の関係式が成り立ちます。

Ｉ1：Ｉ2＝１：３

　　　Ｉ2に３６ミリアンペアを代入してＩ1を求めると、

　　　３Ｉ1＝３６

Ｉ1＝１２［ｍＡ］

　　　電気通信回線への入力電流をＩ0、変成器の１次側の電流をＩ1、増幅器の利得をＧ、伝送損失を

Ｌとすると伝送量Ａは次のようになります。
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この式にＩ0＝１２ミリアンペア、Ｉ1＝１２ミリアンペア、Ｇ＝３０デシベルを代入しＬを求め

ると次のようになります。
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題意は１キロメートル当たりの伝送損失ですから

３０÷１０＝３．０［ｄＢ］

（４）
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